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１月の主な行事 
1月 ４日（月）仕事始め 

５日（火）～ ８日（金）ミニドライブ週間 

８日（金）新年を祝う会 

９日（土）土曜利用日 

１5日（金）報奨金支給 

１８日（月）ジュース購入日 

２７日（水）誕生会 

１月生まれの皆さん 

お誕生日おめでとうございます 
岡崎雄一さん（1月１４日） 

誕生日おめでとうございます！ 

1月 2７日（水）に誕生会を行います。 

お楽しみに。 

だての郷通信 

本年もどうぞよろしくお願いします 
令和 3年 元旦 

 

だての郷 利用者職員一同 



２０２１年こそ着実な前進を！ 

 

社会福祉法人あぶくま福祉会 

理事長 吉 田 修 次 郎 

 

 

だての郷利用の皆さん、保護者の皆さん、あけましておめでとうございます。輝

かしい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

皆さんにとって２０２１年が、素晴らしい一年間でありますようお祈り申し上げ

ます。 

昨年は、中国武漢で新型コロナウイルス感染症のニュースが伝えられると瞬く間

に全世界に広がり、夏に日本で開催されることになっていたオリンピック・パラリ

ンピックが今年に延期となりました。そして未だにその感染症は広がり続けていま

す。 

伊達市においても１１月１２日に第１号の感染者が発表されると瞬く間に 2 桁

の感染者数となっております。この法人施設からは感染者を出さないよう注意を払

っております。これからも引き続き感染予防を徹底して施設運営をしてまいりたい

と思っておりますので、ご家庭においても不要不急の外出をなるべく控え、手洗い

消毒等基本的な感染予防をよろしくお願い申し上げます。 

さて、コロナ禍の中で令和２年の施設運営は、あぶくま祭や旅行をはじめ各種事

業が中止となり、利用者・保護者の皆さんにはご心配をおかけしました。この中に

あって、夏のジェラートの集いや秋の焼き芋大会等職員のアイディアで代替行事が

実施出来ました。 

施設経営面では、だての郷では浄化槽の配管の破損、漏水等施設の老朽に伴い大

規模修繕工事が相次ぎました。また、社会福祉充実計画によりほどはら授産所南側

に隣接する畑地の購入契約が完了しました。 

２０２１年は、購入した土地を造成しほどはら授産所の分散しているハウスを集

約し、花卉園芸の効率化を図り農耕園芸班の作業環境を改善していきたいと思って

います。現在施設前にある旧ハウスを解体して、だての郷の皆さんがのびのび運動

出来る広場やイベント広場にしたいと思っています。 

また、相談支援事業所の開設や個別送迎の実施等山積する課題解決を目指し、出

来るものを出来るところから着実に取り組み、利用者が少しでも施設内で楽しく過

ごして頂けるよう、職員全員で努力を重ねてまいりたいと思っております。 

施設は常に「利用者のための施設である。」ことを念頭におき、施設での生活が楽

しく充実したものとなるよう、生活や作業しやすい環境作りに職員とともに努力し

てまいりたいと思っております。一日も早くコロナが収束し、利用者の皆さんが日

常の活動が楽しく出来るようになると良いと思います。 

保護者の皆様には何かとご支援ご協力をお願いすることが多々あると思います

が、ご理解を頂きますようお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理事長 

年頭ごあいさつ             



新年のごあいさつ 

～年の初めにあたり施設への          だての郷保護者会 

提言も添えて～           会長 谷 津 絹 子 

 

 

新春のお喜びを申し上げます。皆様がたにおかれましては、穏やかな新年をお迎

えのことと存じます。 

今年は丑年です。丑は古くから酪農や農業で人間を助けてくれた大切な動物でし

た。大変な農作業を最後まで手伝ってくれる働きぶりから、丑年は「我慢、耐える」

「これから発展する前触れ、芽が出る」というような年になると言われております。 

昨年は、新型コロナウイルス感染症が拡大して身動きが出来ない一年となりまし

た。すべての国民に無料でコロナワクチン接種が「国民の努力義務」として受けら

れるようになります。もし健康被害が出た場合は国が費用を肩代わりしてくれるそ

うですが、利用者は自分で体の不調を訴える事は難しいので、安心安全性が確立さ

れて効果のあるワクチンが出来ないと心配で接種することをためらってしまいま

す。安心してワクチン接種が受けられるようになることを祈るばかりです。 

だての郷でも昨年は行事が制限されて利用者も楽しみを減らす結果となりまし

た。他県ですが、知的障害者施設でクラスターが発生しました。利用者は自分で自

分の身を守る事が困難なので、三密（密閉、密集、密接）回避や窓を開けて換気な

どの感染防止対策を続け、手洗い、消毒も徹底して行うことが大切になります。感

染防止対策をしっかりして昨年より行事が多くできれば良いと思います。必ず全体

で行動しなくても「レインボー」と「クローバー」に分かれているので、班ごとの

行動を行っても良いと思います。また、利用者も年を重ね生活習慣病も気になりは

じめ健康管理が大切になってきています。体を動かすのは大切なことなので、外に

出る機会を増やしていただき、天候が悪い日は体育館等を利用して運動が出来れば

と思います。また施設を利用しやすくするために、家までの送迎を今年こそは実施

していただき、無理のない通所ができれば利用者も家族も楽になり助かると思いま

す。日本気象協会の発表によると、このまま温暖化が続くと今世紀末には気温が四

～五度上昇し大雨や台風が多くなり、災害が増えると予想されています。現在は、

分室に行く際通路に屋根がないので雨や雪が降った時に傘をさして行くしかなく、

雪の日は足元が凍っていてスベリ易く転ぶ原因になります。通路に屋根のある建物

を新設していただき、そこでは作業もできて、災害時には避難所への避難が難しい

利用者の一時避難所となったり、宿泊訓練も行うことができれば良いと思います。 

今年は保護者会の活動も感染予防対策をしっかり行い、保護者が集まる機会を増

やして意見交換を行い、職員の方がたとのコミュニケーションを図り、昨年できな

かった活動を今年は行い、充実した保護者会にしたいと思います。そして地域の方

がたにも利用者を理解していただき、共生社会がスムーズに進んでいければと思い

ます。 

結びに、本年も皆様がご健勝でご多幸でありますように心からお祈り申し上げ、

年頭のごあいさつといたします。

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 明けましておめでとうございます。ひびき１月号、1ページ目は賀状風にしてみました。

いかがだったでしょうか。イラストはほどはら授産所利用者の岩﨑さんに描いていただきました。あ

りがとうございます。▼理事長、保護者会長さんには、年頭のごあいさつをいただき、御礼申し上げ

ます。保護者会長さんから今年の施設運営への提言がありました。できるところから反映せていきた

いと思っています。▼今年のひびき編集方針として、毎月第４水曜日に発行し、翌日配付を目標に、

普段施設で利用者さんたちがどんな風に過ごしているかお伝えし、ご家庭からの声もどんどん紙面で

紹介したいと思います。ご意見お待ちいたしております。１年間どうぞよろしくお願いします。（Ｍ） 

 

新年のごあいさつ 
～課題を解決し充実した一年に～        だての郷施設長  

中 木 雅 彦 

 

新年あけましておめでとうございます。利用者の皆様をはじめ、保護者会、地域の皆

様にとって、輝かしい新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。 

さて昨年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、だての郷運営事業、保護者会

活動をはじめ、社会全体が自粛生活を余儀なくされ、暮らしや勤務スタイル、行動様式

が一変した一年になりました。皆様も同じだったことと思います。だての郷や法人の行

事も中止にせざるを得ませんでした。その代替行事としてジェラートのつどいと焼いも

大会を行い、利用者さんの楽しみの場を持つことができました。この一年、何よりもあ

ぶくま福祉会関係者から感染者の発生がなかったことが一番良かったことであり、これ

はずっと続けていきたいと思います。 

さて、今年の干支はうしです。牛は農作業や酪農に欠かせない動物であり、大変な農

作業を最後まで手伝う働きぶりから、丑年は我慢に耐える年、これから発展する前触れ

の年と言われています。今年もコロナによる我慢を継続し、同時にこれを克服し発展す

るきっかけの年になってほしいものです。 

丑年にちなんで今年の目標を述べると、先を急がずコロナ自粛を我慢し、目前の課題

を着実に解決していきたいと思っています。新年度に向けて個別送迎の実施、相談支援

事業の開始が最重要課題です。そして施設の活動では、だての郷利用者さんの個性と能

力を伸ばし、毎日楽しく過ごせる居場所であり続けられるよう職員一丸となって支援し

ていきます。 

新しい年を迎え、利用者さんはじめ、保護者の皆さんや施設職員の皆さん、地域の皆

さんとのコミュニケーションを大事にして、多くの方がたから親しまれるだての郷の運

営をしていくことをお誓いします。 

結びに、令和３年が皆様にとって良い年になりますよう祈念し、新年のごあいさつと

します。本年もどうぞよろしくお願いします。 
 

 
12月 16日、前日にいただいた報

奨金を持って、ジュース購入に出か

けました。普段は午前の散歩をしな

がら購入していましたが、当日はあ

いにくの雪のため、公用車で 8 班に

分かれて中瀬町交差点の自販機で、

飲み物を購入しました。寒い日だっ

たので皆さん温かい飲み物を購入、

車内でゆっくりいただきました。 

自販機で飲み物を購入する利用者さん 


